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一一般般財財団団法法人人用用瀬瀬町町ふふるるささとと振振興興事事業業団団  経経営営状状況況報報告告書書

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名 称  一般財団法人用瀬町ふるさと振興事業団 

（２）目 的  当法人は、鳥取市用瀬町に伝わる流しびなの伝統行事を後世に伝承

するとともに、その文化を伝える施設の管理運営に関する事業を行

い、もって地域振興に寄与することを目的とする。 

（３）設立認可年月日    平成２５年３月１９日 

            （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立許可年月日 

 平成４年４月１日） 

（４）設立登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立登記年月日 

 平成４年４月１０日） 

（５）指定正味財産  出捐金      ２，０００，０００円 

内 訳  鳥取市        １，０００，０００円 

鳥取いなば農業協同組合  ５００，０００円 

八頭中央森林組合     ３００，０００円 

鳥取市南商工会      ２００，０００円 

（６）役 員 構 成  理 事  理事長 西村清太郎 他８名 

            評議員  ３名 

                     監 事  ２名 

（７）事 務 所  鳥取市用瀬町別府３３番地３ 



―  176  ―

２２．．令令和和６６年年度度事事業業実実施施状状況況  

 当法人は、令和６年度の事業として掲げる、 

 （1） 流しびな行事の実施に係る事業 

 （2） 流しびな行事の文化を広く伝える施設「流しびなの館」の管理運営に係る事業 

 （3） 観光客への土産物販売事業 

 （4） 観光客の休息のための飲食店営業事業 

 （5） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

に則り、諸事業を遂行すると共に、経費のより一層の削減と集客・収入増加へ向けて取り組んだ。 

 特別展示としては、「中国・四国地方の郷土人形展」・「国土交通省 千代川フォトコンテスト

入賞写真展」・「佐治町・岡村寛道絵画コレクション展」を実施した。 

 新型コロナウイルス感染症の大規模感染は収束に向かってはいるが、昨年の能登半島地域大地震

とその後の大規模洪水被害の影響等もあり、当地への観光客団体バスツアーの運行が減少し、入館

者は低迷している状況である。 

  また、地元のときわ流しびなの会と連携した「流しびなづくり体験」は、延べ６件、６０名の利

用であった。 

 観光物産センターにおいては、喫茶で新たなメニューを追加しテイクアウト弁当に力を入れると

共に、ランチに工夫を重ねて内容をより充実させ、特に地元を含め近隣の利用者に好評を得てお

り、売上も増加した。 

 また、ＳＮＳ「インスタグラム」を活用し、喫茶の日替わりランチや新メニューを画像付きで発

信を始めたことにより、少しずつ閲覧者の増加を感じられるようになった。 

 しかし、仕入れの原材料の価格が何度も高騰を重ねたことから、一昨年に引続き今年の１月から

提供する価格も若干の再値上げを実施したが、その後の仕入れでもあらゆる材料で更に何度も上昇

し、これ以上の値上げする訳にもいかず収益低下による苦しい運営が続いている。 

 ２階の和室を利用した食事や法事の会食や弁当等の利用も、団体利用や飲酒を伴う利用があり、

椅子とテーブル席が好評で、利用は少しずつではあるが昨年より増加した。 

 尚、喫茶部門においては、原材料をなるべく地元産にして地産地消に心掛け、地元の人が安く安

心して利用出来るよう取り組むと共に、衛生面における職員の安全意識をより一層高め、近年のノ

ロウィルス感染拡大を始めとした食中毒等の防止と、更にはコロナなどの感染防止対応を続け、消

毒の徹底と排煙窓を利用した換気も年間を通して実施しつつ、安全対策に取り組んでいる。 

 運営については、昨今の最低賃金上昇や、流通状況の経費増、仕入れ価格の上昇、諸物価の高騰

などの価格上昇の中にあって、本年度は赤字運営となった。 
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（１）令和６年度施設利用状況

令和６年度総利用者数    （６年度流しびな行事 R6.4/11  R7.3/31 ） (単位：人) 

流しびなの館 観光物産センター 

展示室入館者 ４，４０１ 売店利用者数 １７，３７４

ふれあいホール ２５２ 喫茶利用者数 １２，２２９

休憩室利用者 １，６２８

小計 ４，６５３ 小計 ３１，２３１

利用者合計                           ３５，８８４ 

業務別 内訳  ① 流しびなの館                  （単位：人） 

展 示 室 入 館 者 数 内 訳 

 展示室入館者 

４，４０１

有料入館者 

  １，９４３ 

無料入館者 

中学生以下 

   ６６８ 

無料入館者 

障がい者等 

２３８ 

無料入館者 

要介護者等 

   １３２ 

無料入館者 

その他 

 １，４２０ 

入   館   料  

   ４６３，０６８円  

           ② 観光物産センター                                  (単位：円) 

販    売  

受    託    商     品 買    取   商    品 

受託販売額 精  算  額 差引手数料 売  上  額 仕  入  額 差引収益額 

   1,396,670    992,693     402,977 

切手類取扱手数料

     37,295  

   48,520      9,209  39,311 

                           (単位：円) 

喫      茶 

売  上  額 原材料費 差引収益額 

  14,485,670    4,871,264    9,614,406 

  創作料理「雛ものがたり」利用数                   （単位：人） 

４月 28 ５月 46 ６月 64 ７月 21 ８月 0 ９月 0 

10月 40 11月 53 12月 37 １月 31 ２月 41 ３月 68 

                                               合計  ４２９ 

            ③ 施設利用件数及び人数 

流しびなの館ふれあいホール 観光物産センター休憩室 使 用 料 

   11件 252人 123件 1,628人 53,750円
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（２）令和６年度決算書 （令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで） 

 (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

１ 指定財産運用収入 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

３ 指定管理料他収入 

４ 雑 収 入 

５ 前期繰越収支差額 

         34 

 15,491,280 

             （463,068） 

            （14,974,462） 

               （53,750） 

 20,563,000 

    150,919 

 12,478,146 

収  入  合  計 ４８，６８３，３７９ 

支      出 

１ 事  業  費 

  １流しびな伝承事業 

  ２施設管理事業 

    １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産ｾﾝﾀｰ管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

２ 管    理    費 

  33,795,792 

       13,800 

   11,743,166 

             （6,718,476） 

             （5,024,690） 

   22,038,826 

            （13,770,967） 

             （8,267,859） 

   3,162,801 

支    出    合    計 ３６，９５８，５９３ 

                          次期繰越額   １１，７２４，７８６円 
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（３）令和６年度貸借対照表  （令和７年３月３１日現在） 



―  180  ―

（４）令和６年度正味財産増減計算書（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

科　　　　目 前　年　度 増　減

Ⅰ一般正味財産の部

　１．経常増減の部

　 (1)　経常収益

　　　指定正味財産受取利息 34 34 0

　　事業収益

　　　入館料収入 463,068 533,334 ▲ 70,266

　　　売店預り金収入 440,272 457,336 ▲ 17,064

　　　売店売上収入 48,520 39,910 8,610

　　　飲食店売上収入 14,485,670 12,855,695 1,629,975

　　　施設使用料収入 53,750 72,500 ▲ 18,750

　　受取補助金等

　　　受取補助金 0 0 0

　　受取負担金

　　　受取給付金等 600,000 600,000

　　　指定管理料 19,963,000 19,998,000 ▲ 35,000

　　雑収益

　　　受取利息 8,321 146 8,175

　　　雑収入 142,598 117,124 25,474

　　　　経常収益計 36,205,233 34,074,079 2,131,154

　 (2)　経常費用　 0

　　事業費 0

　　　期首たな卸高 267,417 325,697 ▲ 58,280

　　　原材料費 4,880,473 3,912,283 968,190

　　　期末たな卸高 ▲ 340,209 ▲ 267,417 ▲ 72,792

　　　役員報酬 306,408 290,250 16,158

　　　給料手当 15,189,675 14,248,308 941,367

　　　臨時雇賃金 1,703,680 1,153,326 550,354

　　　福利厚生費 3,336,468 3,306,773 29,695

　　　旅費交通費 0 0 0

　　　通信運搬費 195,543 170,021 25,522

　　　消耗什器備品費 290,660 55,110 235,550

　　　消耗品費 1,141,343 868,995 272,348

　　　修繕費 987,140 887,654 99,486

　　　印刷製本費 82,610 104,610 ▲ 22,000

　　　光熱水料費 2,943,155 2,647,986 295,169

　　　保険料 196,675 169,030 27,645

　　　諸謝金 53,680 67,100 ▲ 13,420

　　　使用料 43,049 49,280 ▲ 6,231

　　　報償費 30,360 62,730 ▲ 32,370

　　　委託費 2,424,416 2,449,258 ▲ 24,842

　　　租税公課 1,861,630 2,121,148 ▲ 259,518

　　　車両管理費 389,400 389,400 0

　　　支払負担金 73,770 91,607 ▲ 17,837

　　　減価償却費 0 0 0

　　管理費

　　　役員報酬 101,592 96,750 4,842

　　　給料手当 215,675 202,309 13,366

　　　福利厚生費 43,945 43,554 391

　　　旅費交通費 44,000 26,000 18,000

　　　通信運搬費 9,859 8,573 1,286

　　　消耗品費 39,276 35,836 3,440

　　　印刷製本費 0 41,360 ▲ 41,360

　　　光熱水料費 41,790 37,598 4,192

　　　諸謝金 56,320 70,400 ▲ 14,080

　　　租税公課 43,670 53,352 ▲ 9,682

　　　支払負担金 232,331 288,507 ▲ 56,176

　　　支払利息支出 0 0 0

　　　雑費 0 1,592 ▲ 1,592

　　　　経常費用計 36,885,801 34,008,980 2,876,821

　　　　当期経常増減額 ▲ 680,568 65,099 ▲ 745,667

　２．経常外増減の部

　 (1)　経常外収益 0

　 (2)　経常外費用  車両除却損 0 0 0

　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額 ▲ 680,568 65,099 ▲ 745,667

　　　　　一般正味財産期首残高 12,745,563 12,680,464 65,099

　　　　　一般正味財産期末残高 12,064,995 12,745,563 ▲ 680,568

Ⅱ指定正味財産の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0

　　　　　指定正味財産期首残高 2,000,000 2,000,000 0

　　　　　指定正味財産期末残高 2,000,000 2,000,000 0

Ⅲ正味財産期末残高 14,064,995 14,745,563 ▲ 680,568

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

（単位：円）

当　年　度
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（５）令和６年度財産目録（令和７年３月３１日現在） 
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３３．．令令和和７７年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算  

（１）令和７年度事業計画 

１．流しびな行事伝承事業 

  流しびな行事の運営実施 

流しびなに向けての体制づくり。 

令和８年４月１９日（日）の流しびな行事の実施に向けた準備。 

用瀬流しびな実行委員会に全面協力しを組織し、町内公民館（自治会）組織や各団体と連携

して運営実施の準備をする。また、ポスター・パンフレットを作成し、広く広報する。 

２．流しびなの館  観光物産センター管理運営事業 

特別展 年３回（期間４ヶ月程度を３回）実施予定。 

マラニック、公民館まつり等、地域の行事に協力実施。 

ときわ流しびなの会と連携し、流しびな製作体験を実施。（通年） 

ホームページ・インスタグラム等を活用し、情報発信を行う。（通年） 

３． 特産品販売事業 

売店 受託販売方式により、市内及び町内特産品のＰＲ・展示販売。 

４． 飲食店営業事業 

喫茶 ２階和室での「雛ものがたり」の需要を県外客にも広げる。 

   （旅行会社へのＰＲの強化） 

コーヒー、ジュース及びランチ、うどんなどの食事の提供。 

   和室を利用した食事会、懇親会の誘致。 

   「用瀬マラニック大会」などに会場提供及び協賛など、地域行事に協力。 



―  183  ―

（２）令和７年度予算 

                                            (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

１ 指定財産運用収入 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

３ 指定管理料等収入 

４ 雑 収 入 

５ 前期繰越収支差額 

          0 

 15,700,000 

             （750,000） 

            （14,900,000） 

              （50,000） 

 19,642,000 

    150,000 

11,978,000 

収  入  合  計 ４７，４７０，０００ 

支      出 

１ 事  業  費 

  １流しびな伝承事業 

 ２施設管理事業 

   １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産センター管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

２ 管    理    費 

３ 予    備    費 

  32,434,000 

      150,000 

   12,381,000 

             （6,815,000） 

             （5,566,000） 

   19,903,000 

            （13,368,000） 

             （6,535,000） 

   3,058,000 

 11,978,000 

支    出    合    計 ４７，４７０，０００ 



株株式式会会社社ささじじ弐弐拾拾壱壱  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  株式会社さじ弐拾壱 

（２）目     的  過疎化に伴い、農林業をはじめ地場地域産業の従事者の高齢化および、

後継者不足が顕在化し、農林地の荒廃、離農などの農林業の衰退傾向

が続いている佐治村(現:鳥取市佐治町)で、地域住民の生活を守り、地

域産業の振興を具体的なものとするため、行政や地元企業をはじめ多

くの方の出資のもと設立。 

（３）設 立 年 月 日  平成７年１月３０日 

（４）資 本 金  金３０,０００,０００円（うち鳥取市出資金１６,５００,０００円） 

（５）役     員  取 締 役 ８名 

監 査 役 ２名 

代表取締役 茂 上 正 道 

（６）事  務  所  鳥取市佐治町加瀬木２５１９番地３ 




